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第 1章 序論 
 
1.1 はじめに 







































































































 サーバの負荷を減らし、効率的にデータを配信するために、今まで P2P（Peer to 























表 1  CCNと従来の TCP/IP通信の特徴比較 
 NDN IP 
通信形態 コンテンツ指向 ホスト指向 
キャッシュ ネットワーク内 アプリケーションごと 
マルチキャスト 標準機能 一部 
セキュリティ コンテンツに組み込み セキュリティプロトコルの追加 
モビリティ 標準 ほとんどなし 






















図 1 パケット構成 








図 2 コンテンツネームの例 































 NDNのノードには CS（Content Store）、PIT（Pending Interest Table）、FIB








































ンテンツに対する Dataが送られてくるのを待つ．ここで、もし PITの Request Faceリ



















































































本提案では、各 ICN ノードに ID を付加し、ICN パケットの名前構造のルーティングプ



























































































- Controller Node: 




- Compute1 Node: 




図 11 Openstack用に構築したシステム環境 
 
 

























図 14 ユーザ側の通信 
 
 
3.4 RTT 測定 
 NDN通信の RTT測定を行った．ユーザ二人が Openstackを用いたゲートウェイサー













以下に示す 4パターン、初期状態から 2回 Interestを送り、1回目と 2回目の RTTを比
較した． 
パターン 1 1回目：ユーザ①、2回目：ユーザ① 
パターン 2 1回目：ユーザ①、2回目：ユーザ② 
パターン 3 1回目：ユーザ②、2回目：ユーザ① 
パターン 4 1回目：ユーザ②、2回目：ユーザ② 




図 16 RTT比較 
 





















第 4章 シミュレーション 
 
4.1 シミュレーション条件 
 本章では、ndnSIM を用いて、従来の CDN のネットワーク（TCP 通信）と提案手法で
ある ICN-CDN 統合ネットワークを比較し評価する．シミュレーションを行うネットワー
クトポロジーを以下に示す（図 17）．  
 
 







図 16におけるチャネル帯域幅を 1Gbps・リンク遅延時間を 5ms、CDNコンテンツキャッ
シュサーバとと NDNゲートウェイサーバ間の帯域幅を 10Mbps・リンク遅延時間 10msの
ボトルネックとした．ボトルネック設定の理由は、少ないユーザ数でもリンクの輻輳発生を
明らかにする為である．ユーザが送る Interestを毎秒 200個、最大の Interestパケット最













Interest 毎秒 200 個 


















避することができる為である．ICN-CDN のダウンロード時間は Interest を毎秒 200 個、
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